
PRP療法とは何でしょう？

テレビのニュースで聞いたり、新聞で見たことがある方もいらっ
しゃるかもしれませんね。スポーツ関連、特にメジャーリーグやプ
ロ野球の投手やプロサッカー選手などで。

これはPlatelet Rich Plasma療法の略で、日本語に直すと多血小板
血漿のことです。これでもなんだかよく分かりませんね。分けて考えてみ
ますと、血小板が多く含まれた血液の成分ということになります。
そもそも血小板は血管が損傷した際に固まって出血を止める働きや成
長因子を放出する役目があります。

この“自分で自分を治す力（自己治癒力）”をサポートし、
痛んだ組織を修復する治療ということになります。
アメリカやヨーロッパでは頻繁に使われていて、日本でも数年前から
広がってきています。
以前はスポーツ選手が中心でしたが、現在では一般の方に対しても慢
性化してしまった症状の治療にも使われています。

自分の血液を10-20cc採取（通常の採血と同じ）
遠心分離して、血小板が多く含まれる成分だけを抽出

患部に注入（注射）
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変形性関節症、半月板損傷、
スポーツ外傷（腱炎、靭帯損傷、肉離れなど）

でお悩みの方に

変形性関節症、半月板損傷、
スポーツ外傷（腱炎、靭帯損傷、肉離れなど）

受付時間　8：00～12：00
診療時間　9：00～13：00

常勤医師 諏訪 通久（すわ・みちひさ）
【所属】日本整形外科学会認定専門医 /日
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【著書】マラソン自己ベスト達成メソッド」
大和書房（2019年12月）

【取材】TBS（Nスタ）、月刊ランナーズほか
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PRP療法の流れPRP療法の流れ

自分の血液を10-20cc採取（通常の採血と同じ）

遠心分離して、血小板が多く含まれる成分だけを抽出

調整終了

患部に注入（注射）

自分の血液を使用するので、感染症やアレルギー反応が起
こりにくい
手術と比べても身体への負担が少なく、傷も残らない（普
通の注射と同じ）
日帰り治療が可能（入院不要）で、生活の制限が少ない

実施後の数日間、痛みや腫れ・熱感を伴うことがある
→患部の冷却で改善します
効果が出るまでの期間に個人差がある
→患者様ごとに患部の状態や治療への感受性が異なります
身体の状態により実施できないことがある
→問診や検査にて評価します

長所

短所

特に以下の方々におすすめします
たくさんの保存療法のうちの1つの選択肢として、特に
既存の治療での効果が乏しかった方
可能であれば手術を回避したい方
仕事を休んだり、日常生活の制限を最小限にしたい方

最後に
PRP療法は身体への影響が少ない治療法です。
もちろん患者様ごとに効果は異なりますが、副作用の
非常に少ない治療法であり、治療の選択肢の1つになり
ます。
当院でもまもなくの
導入を予定しています。

MRIやエコーで患部
の評価を行い、必要と
される患者様に安全に
使用していきます。
まずはお気軽にご相
談ください！

T O P I C ST O P I C S

日本陸上連盟公認コーチ×日本最速のランニングドクターとして初心者ランナーから日本のトップ
選手まで多数の選手をサポートしてきた経験を生かして、国内では希少価値の高い専門的な治療をさ
せていただきます。
これからランニングを始めようとしている。
どんな練習をしたら良いか分からない。
どんなシューズを選べばいいのか分からない。
記録に伸び悩んでいる、故障を繰り返している。
他病院で”走らないで安静にしてください”や”もう治りません”と言われた…
スポーツに関わるすべての人を歓迎し、一人一人の目的・目標に沿って的確なアドバイスを致します。

「最短復帰と再発予防、そして更なるパフォーマンスアップへ」

9月29日（木）午後、令和4年度の防災訓練を実施しました。
この訓練は毎年定期的に実施しており、火災発生時に

おいて患者さまの安全を確保するため、初期消火や、患者
さまの避難・誘導・通報が速やかにできるよう訓練すると
ともに、職員の防災意識を高めるために実施しました。

9
29 防災訓練 10月8日（土）午後、八潮市立八條公民館で、やしお市民大

学の授業としての「健康ストレッチ・筋トレ体験講座」が行わ
れました。
講師は、リハビリテーション科理学療法士の太田、蓑輪、

武島の3名でした。
今回のテーマは「コロナに負けるな！～運動をして心もか

らだもすっきり～」でした。

10
8 市民大学で出前講座

10月13日（木）午後、緩和ケア
病棟に入院している患者さまを
対象に、秋のイベントを行いまし
た。
これは、スタッフが手づくりで

樹木や落ち葉など秋風景を制作
し、秋の童謡に合わせて秋を感じ
ていただき、気分転換につながる
ようにイベントを行ったもので
す。患者さまは皆さん笑顔でご参
加いただきました。

10
13 緩和ケア病棟で秋イベント

10月26日（水）、「緩和ケア地域連携講演会in 八潮」が
webでの配信形式で開催され、当院から本間院長、藤城院
長代理、薬剤部の岡平薬局長、神谷主任が参加させていただ
きました。また、八潮駅駅前クリニック三木誓雄院長、あさひ
訪問看護ステーションの君塚奈オ美先生、イトー寿薬局の
伊藤達紀先生にもご参加いただき、緩和ケアにおける病院と
在宅の切れ目のない支援の在り方について検討しました。

10
26 緩和ケア地域連携講演会

10月29日（土）午前、八潮市立大曽根小学校に
おいて、同校1学年3クラスと2学年3クラスの児童
を対象に「手洗い教室」を開催しました。
今回は1・2学年の学校公開授業として開催した

10
29 大曽根小学校で手洗い教室

もので、講師が2班に分かれて授業時間ごとに2クラスずつ計6クラス195人の児童を対象に行っ
たものです。
講師は、当院感染対策委員会リンクスタッフ部会のメンバーで、放射線科の保坂主任（診療放

射線技師）、看護部の横山看護師、検査科の上條臨床検査技師、医療連携相談室の嶋田社会福
祉士がつとめさせていただきました。

新任医師のご紹介
婦人科

吉岡 知巳 医師

産婦人科学

よしおか　ともみ

専門
       日本産婦人科学会
産婦人科専門医／日本臨
床細胞学会細胞診専門医

資格

形成外科

渡邉 紅実 医師

　　　皮膚腫瘍、瘢
痕（きずあと）、外傷、
熱傷等

わたなべ　くみ

専門

麻酔科

米倉 なほ 医師

手術麻酔一般／産科麻酔

よねくら　 なほ

専門

　　　麻酔科標榜医／
日本麻酔科学会麻酔科
認定医・同専門医

資格

Doctor referral10月1日付
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